
平成２４年１月１１日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 24 年 1 月 11 日（水） 午後 3時 00 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午後 3時 00 分 

閉  会 午後 3時 59 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    髙  木  新 太 郎 
 委       員    鈴    木  み ゆ き 
 委       員    雁  部  隆  治 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
   庶 務 課 長      後  藤  隆  宏 
   学  務  課  長   藤  田     悟  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
      すみだ教育研究所長   渡  部  和  美 
   生 涯 学 習 課 長   金  子  し の ぶ 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   あ ず ま 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
○  横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。年の始めの会議にあたりますので、ご挨

拶を。あけましておめでとうございます。本日の会議録署名人は鈴木委員にお願いいたします。 
○  横井委員長 本日は、議事に入る前に本日の教育委員会の非公開についてお諮りしたいと思います。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の第１３条第６項で、教育委員会は公開すると規定され

ていますが、同項のただし書きの規定により、人事に関する事件その他の事件について、委員長ま

たは委員の発議により、出席委員の３分の２以上の多数で議決したときは、会議を公開しないこと

ができることになっております。本日は議決事項３件及び報告事項２件を予定しておりますが、こ

の議決事項第１議案第１号「学校医等に対する永年勤続感謝状の贈呈について」、議決事項第２議



案第２号「墨田区青少年委員に対する感謝状交付について」、及び議決事項第３議案第３号「寄付

者に対する感謝状の交付について」は人事に該当する事件に該当しますので、当該の議決について

は非公開にしたいと思いますがご異議ございませんか。 
○  髙木委員 感謝状ですよね。でも議案第１号は秘密にする個人の内容ではなくて、システムがいい

かどうかの話なのではないでしょうか。 
○ 横井委員長 いや、個人に対する感謝状で、システムの問題ではないでしょ。 
○ 髙木委員 これは、これまで問題提起してきた永年勤続感謝状の贈呈の問題だから。 
○  学務課長 これに関しましては、規定に基づいてこの方が感謝状を受けるのに妥当かどうかを判断

していただくものであり、個人の犯罪歴があるかどうかとか、こういう情報があるけどもという事

を、この場でやりとりしたいということです。制度そのものに関しましては、今回の我々の主旨と

は違うものと考えます。 
○  髙木委員 では、制度は今回も変わらないのですか。 
○  学務課長 規定が今ある訳ですから、それに合致しているかどうかを審議していただきたい。 
○  髙木委員 制度そのものの議論は、どこかでやりますか。 
○  学務課長 それは必要だと思っています。 
○ 髙木委員 言われることは分かりますが、制度に関する話は別だと思うんですよ。制度の話しに関

心があるから、７年間言ってきた訳です。その話しはどうなるんですか。 
○ 学務課長 制度の話しはこれまでの経緯からすると、何らかの議論をする必要があると思っていま

す。それを秘密会でやるのが妥当かどうかは疑問ですが。 
○  髙木委員 いや、秘密会でやる必要はないですね。 
○  庶務課長 今回の私どもから提案させていただくのは、制度とは別に、今回挙げられた方々がいか

がかと言うことを審議していただきたいと思っていますので、議論は議論として、別に、制度の議

論としてやっていただいても構いませんから。 
○  髙木委員 でも、制度の話しが、過去７年間一向に動かないんですよ。 
○ 庶務課長 議事の進行ですが、これは議案として出させていただいています。この中には個人名が

入っていますので、その中でもし議論するということであれば一緒にということで、いかがでしょ

うか。 
○ 髙木委員 一緒に制度の話しもやりますか。 
○  横井委員長 とりあえず、今申し上げた第１号から第３号の議案については、個人が適格かどうか

ということが審議する会議になると思うので、そのことについては当然秘密会にした方がよいと思

います。今の制度のことについては、また別にどこかでやるということでいかがですか。 
○  髙木委員 ７年間やっていませんよ。 
○ 学務課長 昨年度も髙木委員からご指摘をいただきましたので、それなりに内部検討はさせていた

だいております。いずれ事務局としての見解は陳べさせていただきたいと思っています。 
    

○ 横井委員長 宜しいですか。ご異議ございませんでしょうか。 
（「異議なしの声」） 

○ 横井委員長 それでは、ご異議がないものと認め、議決事項第１議案第１号、議決事項第２議案第

２号、及び議決事項第３議案第３号は非公開とすることに決定します。なお、議事の都合により適



宜教育委員会を閉じ、休憩をしたいと思います。それでは日程に従い進めさせていただきます。本

日は議事進行の都合により、報告事項からお願いをします。 
 

報告事項第１ 

 「平成２３年度重要事業の進行状況について」のうち「学校校舎・屋内運動場の改築・耐震補強」、「小・

中学校の統合について」を、資料１のとおり庶務課長が説明する。 

 
○ 横井委員長 何かご質問はございますか。 
○ 髙木委員 耐震補強はこれで全部終りですか。 
○ 庶務課長 今年度終了時点で、小・中学校は耐震化率９３％です。あと吾嬬一中、吾嬬二中、向島

中です。向島中は統合校が出来れば耐震化完了でございますので。あとは吾嬬一中と吾嬬二中で、

吾嬬一中も統合すれば完了します。 
○ 鈴木委員 統合の事なんですが、鐘淵中と向島中が一緒になって堤のところに出来ますね。一番遠

い生徒でどのくらい歩くんですか、登校時間で。 
○ 庶務課長 一応、直線距離で１．５ｋｍを目安にしているんですが。若干長くなる事はあります。 
○ 鈴木委員 結構広い範囲ですよね。 
○ 庶務課長 八広小の辺りから通学する生徒が一番遠いのかなと思います。まだ模擬登校はしていま

せんが、２０分くらいでは行くのではないかなと思います。 
○ 鈴木委員 中学校区に青少年地区育成委員会がありますが、すごく広くなりますね。 
○ 庶務課長 ２０町会あります。ですから、地域組織をどうしていくかが課題になっていくと思いま

す。今後地元と話し合っていかなければと思っております。 
○ 横井委員長 あとは宜しいですか。 
 
「すみだ教育指針の改訂について」を、すみだ教育研究所長が説明する。 
○ 横井委員長 何かご質問はございますか。 
 
「第３次墨田区生涯学習推進計画の策定について」を、生涯学習課長が説明する。 
○ 横井委員長 何かご質問はございますか。では「平成２３年度重要事業の進行状況について」の報

告は以上のとおりです。宜しいですね。 
 
報告事項第２ 

 「すみだ幼小中一貫教育推進計画について」を、資料２のとおり、すみだ教育研究所長が説明する。 

 

○ 横井委員長 何かご質問はございますか。「すみだ幼小中一貫教育推進計画」概要版５ペー 

  ジ中ほどに追加された２行は非常に重要な事だと思います。どうしても過保護になりがちなところ

ですが、なかなか学校としては言いにくいことなので、こういう風に書かれているということは、

その後の留保条件があるにせよ、とても重要な事だと思いました。 
○ すみだ教育研究所長 有難うございます。 
○ 高木委員 「すみだ幼小中一貫教育推進計画」概要版２５ページの表の青い線の寺中グループとか、



色分けがよく分からないのですが。 
○ すみだ教育研究所長 Ａ、Ｂ、ＣからＨまでというのは適正配置のブロックですが、その中で、寺島

中、錦糸中につきましては、現在同じブロック内の吾嬬二中と竪川中が先行実施地域として一貫教

育を行っているので、こちらの地域は残したまま、寺島中と錦糸中を８ブロックの区分けに囚われ

ず、青で示している部分を一中学校区とし、展開していきたいと考えて作らさせていただいたもの

で、適正配置でのブロックとは違うんですが、一貫教育の中ではこの二つの中学校区がそれぞれ一

つのブロックとして成り立っているという考えであります。 
○ 髙木委員 幼稚園は区立だけですか。 
○ すみだ教育研究所長 はい、区立だけです。 
○ 髙木委員 保育園もそうですか。 
○ すみだ教育研究所長 はい、区立保育園だけです。 
○ 鈴木委員 私立の幼稚園が、そういう意味では連携が取りにくいのかなと感じてはいるんです。確か

小学校までのスタートブックを作った時も私立幼稚園は入っていなくて、研修等で伺うとかなり独

特な雰囲気を持っていたりして。情報提供以外には何か交流とかはお考えですか。 
○ すみだ教育研究所 私立幼稚園の園長先生の会があると聞いていますので、そちらに伺って説明させ

ていただきたいと思っています。その中で、幼稚園の方がこちらの考えに基づいてご協力していた

だける園につきましては、２５ページの表を参考にして、どちらかのブロックに入っていただけれ

ばと思っております。小学校のお話しでは、現在も私立幼稚園と連携を持っているところがござい

ますので、そういうところは、幼稚園と引き続き連携を深めていただければと思っております。 
○ 鈴木委員 提案なのですが、私立幼稚園の先生達の研修を受けてあげるといいんじゃないですか。 
○ 横井委員長 私立幼稚園の園長さんが、学校運営連絡協議会のメンバーになっていたりなんかはあるんで

しょうか。 
○ 次長 いまのところ、聞いていません。 
○ 横井委員長 せっかくですから、そうすると上手く行くんじゃないですか。 
○ 次長 そうですね、そういうことをきっかけに繋がりが拡がるのではないかと思います。 
○ 横井委員長 そういうのは、別にまずくはないですよね。 
○ 教育長 いいと思いますよ。 
○ 雁部委員 Ｄブロックの墨中のブロックで、小学校は言問、小梅、一寺小ですが、私立の幼稚園と

保育園を学校は運動会等に呼んでいます。小梅小では学校探検隊の名称で小学１年生と年長さんの

交流をやってるようです。そういうことも含めて進めていけば、割とスムーズにいくのではないか

と思います。 
○ 横井委員長 他に何かございますか。なければ、ここで議事の都合により教育委員会を一旦休憩し

たいと思います。 
（秘密会） 

○ 横井委員長 以上で予定の報告事項、議決事項は全て終了いたしました。これで教育委員会を閉会

いたします。 
 


